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２０１９年度（第１６期）事業計画書 
（2019年 4月 1日から 2020年 3月 31日まで） 

 

特定非営利活動法人アーシャ＝アジアの農民と歩む会 

 

２０１９年度 事業実施の方針 

２０１９年度の事業実施方針は以下のとおりである。 

 インド・ウッタルプラデシュ州プラヤグラージにあるサムヒギンボトム農工科学大学マキノ

スクールと協働で持続可能な農業普及・収入向上、農村リーダー育成、貧困家庭の子どもの

教育支援、そして、有機農業組合事業、裁縫・縫製事業の自立的継続の協力・支援に取り組

んでいく。 

 民間助成団体から手工芸品関連事業とモリンガ関連事業への助成を受けることになり、農村

住民の収入向上と栄養改善を目指す自立的な活動に更なる弾みをつける。 

 特定非営利活動を持続的に発展させる自立した基盤を構築するため、広報の強化により認知

度を高めて会員数及び寄付を加増するとともに、日本及びインド国内の販売活動を拡充する。 

 

Ⅰ．特定非営利活動に係る事業 

１．農村開発・農業開発支援事業 

１-１貧困農民のための収入向上活動事業 

 アラハバード有機農業組合（AOAC）の有機野菜・日本米の栽培、野菜・食肉の加工食品の質

の向上、販路拡大の支援、栽培農家の自立的活動を促す生産グループ強化の支援を行う。 

 農村女性による NGOアーシャ ビカス セワ サミティ（AVSS）の自立と村人の健康向上のため、

モリンガ、大豆、緑黄色野菜の栽培とそれらの加工・販売の協力支援を行う。 

 農村女性による生産グループのアーシャ ビカス シャクティ（AVS）が製作する手工芸品のデ

ザイン及び縫製技術の指導、新商品の開発、販売促進の支援を行う。 

２．人材育成支援事業 

２-１ 持続可能な農業・農村開発コース（SCSAD）運営支援および研修所の環境向上 

インド、ミャンマー、日本から学生を受け入れ、9 か月間の研修を通して国際協力、農村開発、

農業開発等で献身的に働く農村リーダーを養成する。また、持続可能な農業やキノコ栽培に関す

る短期研修コースを実施する。 

２-２ 僻地農村学校の自立運営に向けた総合的教育支援事業 

アーシャ学校の運営、保健教育、環境教育、農業教育、美術教育などの特別学習を支援する。 

２-３ 裁縫学校の運営支援、裁縫によるフェアトレード製品の開発支援 

基礎裁縫研修とプロフェッショナル研修の実施を支援する。民間助成団体より助成を受けて、デ

ザイン及び縫製技術の専門家を派遣し、技術指導と上質な手工芸品の開発を行う。 
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２-４ 農村保健衛生改善支援事業 

モリンガ栽培、モリンガの葉の粉末加工による農村女性の収入向上と家族の栄養改善、農村女性

の組織強化を図る活動を支援・協力する。民間助成団体より助成を受けて、母子保健及び栄養教

育の専門家を派遣し、食生活の向上による幼児の栄養改善の指導を行う。 

３．事業を推進するための調査研究及び、啓発・広報事業 

３-１ ワークキャンプ・スタディツアー開催、訪問者受入 

 インターンシップ研修を 2回開催し、農村開発、農業、食品加工、販売の研修を実施する。 

 スタディツアー（11日間程度）を開催し、農村事情・食文化に触れる機会を提供する。 

３-２ 会報の発行 

年 3回（8月、11月、3月）発行する。 

３-３ 広報活動の拡充 

ホームページ、Facebook等による広報活動を拡充し、認知度の向上を図る。 

３-４ 日本国内における学生・市民のためのセミナー及び講演の企画、主催、参加 

セミナー、講演、研修会、ワークショップ、交流会、絵画展を開催する。 

３-５ 次期事業形成調査 

新規事業、日本及びインドの販売体制の強化に関する調査を行う。 

４．災害や紛争などによる被災住民への緊急支援事業 

新たに災害や紛争などが発生した場合は、活動可能な範囲で迅速な対応する。 

 

Ⅱ．その他の事業 

１．バザー・チャリティ・販売事業 

日本およびインド国内において販売網の拡充、市場マーケティングの強化を行い、手工芸品やモリ

ンガ粉末などの販売を拡充する。 

２．食品加工事業 

日本においてモリンガ粉末などの加工食品を製造する。 

３．演奏会、展示会、図書出版等の文化事業 

アーシャ学校の生徒の絵画、農村開発の支援活動の写真などの展示会を開催する。 
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Ⅲ．事業の実施に関する事項  

（１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業内容 
実施 

日時 
実施場所 

従事

者数 
受益対象者の範囲

及び人数 

事業費

の金額

(千円) 

1.農村開発・農業

開発支援事業 

持続可能な農業・農村開発・収

入向上事業 
通年 

ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾔｸﾞ

ﾗｰｼﾞ地区 
5 名 農村住民 30 万人 625 

2.人材育成支援

事業 

①持続可能な農業・農村開発

コース（SCSAD）運営支援およ

び研修所の環境向上 

通年 
ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾔｸﾞ

ﾗｰｼﾞ地区 
3 名 

研修生 5 人および研

修生の活動地（ｲﾝ

ﾄﾞ、ﾐｬﾝﾏｰ、日本）の

農村住民各 1,000 人 

860 

②僻地農村学校の自立運営に

向けた総合的教育支援事業 
通年 

ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾔｸﾞ

ﾗｰｼﾞ地区 
3 名 農村児童 550 人 110 

③裁縫学校の新規開設・運営

支援、裁縫によるフェアトレード

製品の開発支援 

通年 
ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾔｸﾞ

ﾗｰｼﾞ地区 
5 名 農村女性 1,000 人 1,027 

④農村保健衛生改善支援事業 通年 
ｲﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾔｸﾞ

ﾗｰｼﾞ地区 
5 名 農村住民 30 万人 2,278 

3.事業を推進す

るための調査研

究、及び啓発・広

報事業 

①インターンシップ研修及びワ

ークキャンプの開催・研修ツ

アー・訪問者受入 

年 2 回 日本 6 名 日本 300 人 
 

760 

②会報の発行 年 3 回 
日本、イン

ド、米国 
6 名 

日本、インド、米国 

延べ 1,000 人 
115 

③次期事業形成調査 随時 日本、インド 2 名 日本、インド 
 

420 

4.災害や紛争な

どによる被災住

民への緊急支援

事業 

緊急支援活動事業 随時 日本、インド 7 名 日本、インド 10 

 6,205 

 

（２）その他の事業 

事 業 名 事業内容 
実施 

日時 
実施場所 

従事

者数 

事業費

の金額 

（千円） 

1.バザー・チャリ

ティ・販売事業 

バザー出店、収入向上支援、

調査、販売、新製品開発 
通年 日本、インド 5 名 1,800 

2.食品加工事業 モリンガ粉末等の食品加工 随時 日本 2 名 300 

3.演奏会、展示

会、図書出版等

の文化事業 

絵画展等実施 随時 日本 2 名 13 

 


